
10

20

JP 7337932 B2 2023.9.4

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7337932号

(P7337932)
(24)登録日　令和5年8月25日(2023.8.25)(45)発行日　令和5年9月4日(2023.9.4)

(54)【発明の名称】　形状接続を有する超音波溶接機

(51)国際特許分類
　   Ｂ２３Ｋ 20/10 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ２３Ｋ 20/10 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-535188(P2021-535188)
(86)(22)出願日　 令和1年12月12日(2019.12.12)
(65)公表番号　 特表2022-515118(P2022-515118 

A)
(43)公表日　 令和4年2月17日(2022.2.17)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2019/084929
(87)国際公開番号　 WO2020/126836
(87)国際公開日　 令和2年6月25日(2020.6.25)

審査請求日　 令和3年8月18日(2021.8.18)
(31)優先権主張番号　102018132840.0      
(32)優先日　 平成30年12月19日(2018.12.19)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ドイツ(DE)

(73)特許権者　 520062177
ヘルマン  ウルトラシャルテヒニク  ゲゼ 
ルシャフト  ミット  ベシュレンクテル  
ハフツング  ウント  コンパニー  コマン 
ディトゲゼルシャフト
ドイツ連邦共和国，７６３０７  カール 
スバート，デスコシュトラーセ  ３－１１

(74)代理人　 100099759
弁理士　青木  篤

(74)代理人　 100123582
弁理士　三橋  真二

(74)代理人　 100092624
弁理士　鶴田  準一

(74)代理人　 100114018
弁理士　南山  知広

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー を 有 す る 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 具 備 す る 超 音 波 溶 接 機 で あ  
っ て 、 ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー は 縦 軸 に 沿 っ て 互 い に 並 置 さ れ て お り 、 超 音 波 振 動 ユ  
ニ ッ ト は 超 音 波 振 動 に よ り 縦 軸 の 方 向 に 波 長 λ で 共 鳴 さ せ る こ と が で き 、 ソ ノ ト ロ ー ド と  
コ ン バ ー タ ー と の 間 に 配 置 さ れ た 振 幅 変 換 器 を 設 け る こ と が で き る も の に お い て 、 ソ ノ ト  
ロ ー ド は コ ン バ ー タ ー と 、 及 び ／ 又 は 振 幅 変 換 器 は コ ン バ ー タ ー と 、 及 び ／ 又 は 振 幅 変 換  
器 は ソ ノ ト ロ ー ド と 、 縦 軸 に 垂 直 な 平 面 の 全 て の 方 向 で 嵌 合 を 提 供 す る 形 状 接 続 に よ っ て  
接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 形 状 接 続 に よ り 、 原 則 と し て 一 方 の 振 幅 変 換 器 と 、 他 方 の ソ ノ ト ロ ー ド 又 は コ ン バ  
ー タ ー と の 間 に お け る 軸 方 向 移 動 が 可 能 に な り 、
　 前 記 振 幅 変 換 器 は ね じ 孔 を 有 し 、 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド 又 は 前 記 コ ン バ ー タ ー は 段 付 き 貫 通  
孔 を 有 し 、 前 記 段 付 き 貫 通 孔 を 通 っ て 前 記 ね じ 孔 に 突 入 係 合 す る ね じ に よ っ て 、 軸 方 向 の  
固 定 を す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 形 状 接 続 は 、 突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 突 起 部 は 前 記 振 幅 変 換 器 に 配 置 さ れ 、 こ れ に 対 応 す る 前 記 開 口 部 が 前 記 ソ ノ ト ロ ー  
ド 又 は 前 記 コ ン バ ー タ ー に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 溶  

請求項の数　30　（全19頁）
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接 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 前 記 開 口 部 は ｎ 数 の 回 転 軸 を 有 す る 縦 軸 を 中 心 に 回 動 対 称  
に 形 成 さ れ て い て 、 ｎ は １ よ り 大 き い 有 限 の 自 然 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 又  
は ３ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド は ｍ 数 の 回 転 軸 を 有 す る 縦 軸 を 中 心 に 回 動 対 称 に 形 成 さ れ て い て 、 ｍ  
と ｎ は 等 し い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 前 記 開 口 部 は 円 錐 状 に 形 成 さ れ て い る か 、 又 は 円 錐 状 部 分  
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド と 前 記 振 幅 変 換 器 は 前 記 形 状 接 続 に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ て お り 、 前  
記 ソ ノ ト ロ ー ド は 前 記 段 付 き 貫 通 孔 を 有 し 、 前 記 振 幅 変 換 器 は 前 記 ね じ 孔 を 有 し 、 前 記 段  
付 き 貫 通 孔 を 貫 通 し て 前 記 ね じ 孔 に 突 入 係 合 す る ね じ が 設 け ら れ て お り 、 前 記 貫 通 穴 又 は  
前 記 ね じ 孔 は 前 記 突 起 部 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ か ら ６ の い ず れ  
か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド に 対 し て 縦 軸 に 垂 直 に 加 え ら れ た 力 を 支 持 す る た め の 支 持 部 材 が 設 け  
ら れ て お り 、 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド と 前 記 支 持 部 材 は 互 い に 対 応 す る 支 持 面 を 有 し 、 こ れ ら の  
支 持 面 は 、 少 な く と も 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド に 前 記 縦 軸 に 対 し て 垂 直 に 力 が 加 え ら れ る と 互 い  
に 接 触 し 、 前 記 支 持 面 は 、 こ れ ら の 支 持 面 が 互 い に 接 触 す る と 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド が 前 記 支  
持 部 材 に 対 し て 前 記 縦 軸 の 方 向 で 相 対 的 に 移 動 す る こ と を 妨 げ 、 且 つ 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド が  
前 記 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と を 妨 げ な い よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 前 記 縦 軸 に 垂 直 な ２ つ の 位 置 の 間 で 往 復 移 動 で き る よ う に 形 成 さ れ て い  
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 支 持 部 材 を 少 な く と も １ つ の 位 置 で ロ ッ ク で き る ロ ッ ク 装 置 が 設 け ら れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド が 突 起 を 具 備 し て 前 記 支 持 部 材 が 溝 を 具 備 す る か 、 又 は 前 記 ソ ノ ト ロ  
ー ド が 溝 を 具 備 し て 前 記 支 持 部 材 が 突 起 を 具 備 し 、 前 記 突 起 と 前 記 溝 は 対 応 す る 前 記 支 持  
面 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ か ら １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 溶 接  
機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド の 前 記 突 起 又 は 前 記 溝 は 、 波 長 λ の 共 鳴 振 動 の 振 動 ノ ー ド に 配 置 さ れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 相 手 工 具 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド と 前 記 相 手 工 具 は 前 記 縦 軸 に 垂 直 の 方 向  
で 互 い に 相 対 的 に 移 動 で き 、 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 相 手 工 具 に よ っ て 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド に  
加 え ら れ た 力 が 前 記 支 持 部 材 に 伝 達 さ れ る よ う に 位 置 決 め さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 ８ か ら １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 突 起 と 前 記 溝 は 台 形 断 面 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記  
載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 突 起 と 前 記 溝 は 、 そ れ ぞ れ 平 行 に 延 び ず 前 記 縦 軸 に 対 し て ９ ０ ° 未 満 の 角 度 を な す  
２ つ の 支 持 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
　 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 す る た め の 保 持 具 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 保 持 具 に 支 持 部 材  
が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音  
波 溶 接 機 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 保 持 具 は 角 度 位 置 決 め 装 置 を 有 し て お り 、 角 度 位 置 決 め 装 置 と 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト  
は 、 互 い に 形 状 的 に 接 続 で き る よ う に 形 成 さ れ て い て 、 こ の 形 状 接 続 に よ っ て 超 音 波 振 動  
ユ ニ ッ ト が 前 記 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と は 妨 げ ら れ 、 且 つ 前 記 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と 前  
記 保 持 具 が 前 記 縦 軸 の 方 向 で 相 対 的 に 移 動 す る こ と は 妨 げ ら れ な い こ と を 特 徴 と す る 、 請  
求 項 １ ６ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 を 具 備 す る 外 側 隆 起 を 有 し て お り 、  
角 度 位 置 決 め 装 置 は 凹 部 に 対 応 す る 少 な く と も １ つ の 凸 部 を 有 し て い て 、 凸 部 は 凹 部 に 突  
入 係 合 で き 、 そ れ に よ っ て 前 記 形 状 接 続 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載  
の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 外 側 隆 起 は 複 数 の 凹 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 超 音 波  
溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 角 度 位 置 決 め 装 置 は 複 数 の 凹 部 に 対 応 す る 複 数 の 凸 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す  
る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 縦 軸 を 中 心 に 互 い に 相 対 的 に 回 転 し た 複 数 の 位 置 で 、  
前 記 角 度 位 置 決 め 装 置 と 形 状 的 に 接 続 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 超 音  
波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 外 側 隆 起 の 少 な く と も １ つ の 凹 部 と 角 度 位 置 決 め 装 置 の 凸 部 は 互 い に 対 応 す る 接 触  
面 を 有 し て お り 、 こ れ ら の 接 触 面 は 、 前 記 縦 軸 を 中 心 に 前 記 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 回 転 さ  
せ て 前 記 角 度 位 置 決 め 装 置 内 に 挿 入 す る と 互 い に 接 触 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
８ か ら ２ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 凹 部 及 び ／ 又 は 前 記 凸 部 の 接 触 面 は 、 前 記 縦 軸 に 対 し て 傾 い て い る こ と を 特 徴 と す  
る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 角 度 位 置 決 め 装 置 は 、 前 記 角 度 位 置 決 め 装 置 を 機 台 に 固 定 す る た め の 固 定 部 材 と 、  
前 記 縦 軸 の 方 向 で 前 記 固 定 部 材 に 対 し て ２ つ の 位 置 の 間 で 往 復 移 動 で き る 連 結 部 材 と を 有  
し て お り 、 前 記 連 結 部 材 と 前 記 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と の 間 で 前 記 形 状 接 続 を 形 成 で き る こ  
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ か ら ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 連 結 部 材 は 位 置 の １ つ で 弾 性 的 に 付 勢 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ４ に  
記 載 に 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 付 勢 は 少 な く と も １ つ の ば ね 部 材 を 用 い て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ５  
に 記 載 に 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 外 側 隆 起 は 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド に 、 又 は 前 記 ソ ノ ト ロ ー ド と 前 記 コ ン バ ー タ ー と の 間  
に 配 置 さ れ た 振 幅 変 換 器 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ か ら ２ ３ の い ず  
れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 外 側 隆 起 は 、 波 長 λ の 共 鳴 振 動 の 振 動 ノ ー ド に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、  
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請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 保 持 具 は ク ラ ン プ 装 置 を 有 し て お り 、 前 記 ク ラ ン プ 装 置 は 、 前 記 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ  
ト を 前 記 保 持 具 か ら 取 り 出 す こ と が で き る 開 い た 位 置 と 、 前 記 ク ラ ン プ 装 置 が 少 な く と も  
２ つ の 保 持 点 で 前 記 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と 接 触 し て こ れ に 力 を 加 え て 前 記 超 音 波 振 動 ユ ニ  
ッ ト が 保 持 さ れ る 閉 じ た 位 置 と の 間 で 往 復 移 動 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記  
載 の 超 音 波 溶 接 機 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 保 持 点 は 、 前 記 外 側 隆 起 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の  
超 音 波 溶 接 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー を 有 す る 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 具 備 す る 超 音 波  
溶 接 機 に 関 す る 。 ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー は 縦 軸 に 沿 っ て 互 い に 並 置 さ れ て い て 、 超  
音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 超 音 波 振 動 に よ り 縦 軸 の 方 向 で 周 波 数 ｆ ＝ ｖ ／ λ で 共 鳴 さ せ る こ と が  
で き る よ う に 同 調 さ れ て お り 、 ｖ は 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト 内 に お け る 音 響 超 音 波 振 動 の 伝 播  
方 向 で あ り 、 λ は 超 音 波 振 動 の 波 長 で あ る 。 こ の 場 合 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト 内 で 振 動 ノ ー  
ド と 振 動 極 大 点 を 有 す る 定 常 波 が 形 成 さ れ る 。 最 も 単 純 な ケ ー ス で は 、 ソ ノ ト ロ ー ド は 正  
確 に １ つ の 振 動 ノ ー ド と ２ つ の 振 動 極 大 点 を 示 す 。 即 ち 、 ソ ノ ト ロ ー ド の 長 さ は 共 鳴 振 動  
の 半 波 長 λ ／ ２ に 相 当 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 常 、 超 音 波 溶 接 機 は ア ン ビ ル を 有 し て お り 、 被 加 工 材 は ソ ノ ト ロ ー ド の シ ー ル 面 と ア  
ン ビ ル の シ ー ル 面 と の 間 に 配 置 さ れ る 。 ア ン ビ ル は 相 手 工 具 （ G e g e n w e r k z e u g ） と も 呼  
ば れ る 。 多 く の 場 合 に ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー の 間 に 、 コ ン バ ー タ ー に よ っ て 生 成 さ  
れ る 超 音 波 振 動 の 振 幅 を 変 更 す る が 周 波 数 は 変 更 し な い 振 幅 変 換 器 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 加 工 の た め に 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト  
は 相 応 の 保 持 具 を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 溶 接 品 質 に 対 す る 要 求 は ま す ま す 高 く な っ て い る 。 そ の う え 金 属 な ど の 材 料 を 溶 接 加 工  
す る と 、 ソ ノ ト ロ ー ド の シ ー ル 面 に 著 し い 摩 耗 を 来 た し 、 そ の 結 果 ソ ノ ト ロ ー ド を 頻 繁 に  
交 換 す る こ と が 必 要 と な る 。 一 部 で は 既 に 複 数 の シ ー ル 面 を 有 す る タ ー ニ ン グ ソ ノ ト ロ ー  
ド （ W e n d e s o n o t r o d e ） が 提 案 さ れ て お り 、 １ つ の シ ー ル 面 が 摩 耗 し た ら ソ ノ ト ロ ー ド を  
回 転 さ せ て 別 の シ ー ル 面 で 引 き 続 き 加 工 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 に 金 属 溶 接 で 高 い 溶 接 品 質 を 達 成 す る た め に は 、 ソ ノ ト ロ ー ド と ア ン ビ ル の シ ー ル 面  
を 非 常 に 正 確 に 互 い に 平 行 に 位 置 決 め す る こ と が 必 要 で あ る 。 と り わ け 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ  
ト 及 び ソ ノ ト ロ ー ド の シ ー ル 面 を ア ン ビ ル に 対 し て 平 行 に 位 置 決 め す る こ と は 、 既 知 の 超  
音 波 溶 接 機 で は 非 常 に 厄 介 で あ り 、 し ば し ば 特 別 訓 練 を 受 け た 作 業 者 に し か 実 施 で き ず 、  
こ の こ と は 特 に ソ ノ ト ロ ー ド を 頻 繁 に 交 換 す る 場 合 は 加 工 プ ロ セ ス を 不 都 合 に 中 断 す る こ  
と に つ な が る 。 た と え タ ー ニ ン グ ソ ノ ト ロ ー ド を 使 用 し た と し て も 、 ソ ノ ト ロ ー ド を 回 転  
さ せ る た び に 新 た に ア ン ビ ル に 対 し て 正 確 に 平 行 に 位 置 決 め し な け れ ば な ら な い の で 、 こ  
の 点 は 何 も 変 わ ら な い 。 ソ ノ ト ロ ー ド の 軸 及 び 半 径 の 位 置 決 め は 、 極 め て 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ソ ノ ト ロ ー ド を 交 換 又 は 回 転 さ せ て 、 シ ー ル 面 を 相 手 工 具 に 対 し て 平 行 に 位 置 合 わ せ し  
な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 完 全 に 取 り 外 す こ と が 必 要 で あ る が 、 こ  
れ は 時 間 が か か り 、 新 た な 調 整 を 必 要 と す る 。
【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ れ ゆ え 本 発 明 の 課 題 は 、 ソ ノ ト ロ ー ド を 簡 単 ・ 迅 速 に 高 い 精 度 で 調 整 で き る 超 音 波 溶  
接 機 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 課 題 は 、 ソ ノ ト ロ ー ド は コ ン バ ー タ ー と 、 及 び ／ 又 は 振 幅 変 換 器 は コ ン バ ー タ ー  
と 、 及 び ／ 又 は 振 幅 変 換 器 は ソ ノ ト ロ ー ド と 、 縦 軸 に 垂 直 な 平 面 の す べ て の 方 向 で 嵌 合 を  
提 供 す る 形 状 接 続 に よ っ て 接 続 さ れ て い る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。 形 状 接 続 は 縦 軸 の 方  
向 に お け る 相 対 移 動 を 可 能 に す る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 形 状 接 続 は 突 起 部 （ Z a p f e n ） と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 か ら な り 、 好 ま し く 突 起  
部 は 振 幅 変 換 器 に 配 置 さ れ 、 こ れ に 対 応 す る 開 口 部 は ソ ノ ト ロ ー ド 又 は コ ン バ ー タ ー に 配  
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 で は 、 ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー と の 間 に 振 幅 変 換 器 が あ り 、 ソ ノ ト ロ ー ド と 振  
幅 変 換 器 と の 間 に 形 状 接 続 が 設 け ら れ て い る こ と を 前 提 と す る 。 こ れ は 好 適 な 配 置 構 成 で  
あ る 。 こ の 配 置 構 成 に よ り 、 振 幅 変 換 器 と コ ン バ ー タ ー を 保 持 具 か ら 取 り 外 す こ と な く 、  
ソ ノ ト ロ ー ド を 簡 単 に 交 換 す る こ と が 可 能 に な る 。 し か し な が ら 原 理 的 に 振 幅 変 換 器 を 省  
略 し て ソ ノ ト ロ ー ド を コ ン バ ー タ ー に 直 接 固 定 し 、 又 は 振 幅 変 換 器 を 形 状 接 続 に よ っ て コ  
ン バ ー タ ー に 固 定 す る こ と も 可 能 で あ ろ う 。 そ れ ゆ え 、 ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー の 間  
、 又 は 振 幅 変 換 器 と コ ン バ ー タ ー の 間 の 形 状 接 続 に お い て も す べ て の 利 点 と そ の 他 の 特 徴  
を 実 現 す る こ と が で き る が 、 以 下 で は こ れ ら を ソ ノ ト ロ ー ド と 振 幅 変 換 器 の 間 の 形 状 接 続  
に 関 し て だ け 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ソ ノ ト ロ ー ド を 振 幅 変 換 器 に 対 し て 相 対 的 に 位 置 決 め す る こ と を 可 能 に す る た め に 、 突  
起 部 は 対 応 す る 開 口 部 に 簡 単 に 挿 入 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 は 、 好 ま し く は 縦 軸 に 対 し て 回 転 対 称 に 形 成 さ れ て お ら  
ず 、 ソ ノ ト ロ ー ド の 振 幅 変 換 器 に 対 す る 回 転 位 置 決 め 、 又 は コ ン バ ー タ ー の 振 幅 変 換 器 に  
対 す る 回 転 位 置 決 め は 形 状 接 続 に よ っ て 行 わ れ る 。 代 替 と し て 、 複 数 の 突 起 部 と こ れ に 対  
応 す る 開 口 部 を 設 け て も よ い 。 こ の 場 合 、 １ つ 以 上 の 突 起 部 は 、 振 幅 変 換 器 が 所 定 の 回 転  
角 度 位 置 で の み ソ ノ ト ロ ー ド 又 は コ ン バ ー タ ー と 係 合 で き る よ う に 形 成 さ れ て い る べ き で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 特 に 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 は 、 ｎ 数 の 回 転 軸 を 有 す る 縦  
軸 を 中 心 と し た 回 動 対 称 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ２ 数 の 回 転 軸 の 場 合 、 ソ ノ ト ロ ー ド は 縦 軸 を 中 心 に １ ８ ０ ° （ ３ ６ ０ ° ／ ２ ） 回 動 し て  
、 こ の 位 置 で 再 び 振 幅 変 換 器 と 接 続 で き る 。 ｎ 数 の 回 転 軸 の 場 合 、 ソ ノ ト ロ ー ド は 縦 軸 を  
中 心 に ３ ６ ０ ° ／ ｎ （ 例 え ば ３ 数 の 回 転 軸 の 場 合 は １ ２ ０ ° ） 回 動 し て 、 こ の 位 置 で 再 び  
振 幅 変 換 器 と 接 続 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ソ ノ ト ロ ー ド が タ ー ニ ン グ ソ ノ ト ロ ー ド と し て 、 ｍ 数 の 回 転 軸 を 有 す る 縦 軸 を 中 心 に 回  
動 対 称 に 形 成 さ れ て い る 場 合 、 ｍ ＝ ｎ で あ る こ と が 好 ま し い 。 言 い 換 え れ ば 、 振 幅 変 換 器  
は 、 ｎ で 定 義 さ れ た 回 転 位 置 で の み ソ ノ ト ロ ー ド 又 は コ ン バ ー タ ー と 係 合 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 形 状 接 続 に よ り 、 原 則 と し て 一 方 の 振 幅 変 換 器 と 、 他 方 の ソ ノ ト ロ ー ド 又 は コ ン バ  
ー タ ー と の 間 で 軸 方 向 移 動 が 可 能 に な る 。 部 材 を 互 い に し っ か り と 接 続 す る た め に 、 例 え  
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ば 振 幅 変 換 器 は ね じ 孔 を 有 し 、 ソ ノ ト ロ ー ド 又 は コ ン バ ー タ ー は 段 付 き 貫 通 孔 を 有 す る こ  
と が で き 、 そ の 結 果 と し て ね じ が 段 付 き 貫 通 孔 を 通 っ て ね じ 孔 に 突 入 係 合 す る こ と に よ っ  
て 軸 方 向 の 固 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 代 替 と し て 、 開 口 部 を 突 起 部 に 焼 き 嵌 め す る こ と も で き よ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 は 円 錐 状 に 形 成 さ れ て い る か  
、 又 は 円 錐 状 部 分 を 有 す る 。 こ の 円 錐 形 状 は 、 一 方 で は 、 ソ ノ ト ロ ー ド と 振 幅 変 換 器 と の  
間 の 接 続 、 又 は 振 幅 変 換 器 と コ ン バ ー タ ー と の 間 の 接 続 の セ ン タ リ ン グ に 用 い ら れ る 。 他  
方 で は 、 接 続 は 円 錐 形 状 を 介 し て セ ル フ ロ ッ ク す る よ う に 構 成 で き る 。 そ れ ゆ え 円 錐 角 度  
は 最 大 ２ ° が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 ソ ノ ト ロ ー ド に 縦 軸 に 対 し て 垂 直 に 加 え ら れ る 力 を 支 持 す る  
た め の 支 持 部 材 が 設 け ら れ て お り 、 ソ ノ ト ロ ー ド と 支 持 部 材 は 互 い に 対 応 す る 支 持 面 を 有  
し 、 こ れ ら の 支 持 面 は 、 少 な く と も ソ ノ ト ロ ー ド に 縦 軸 に 対 し て 垂 直 に 力 が 加 え ら れ る と  
互 い に 接 触 し 、 こ れ ら の 支 持 面 は 互 い に 接 触 す る と ソ ノ ト ロ ー ド が 支 持 部 材 に 対 し て 縦 軸  
の 方 向 に 相 対 的 に 移 動 す る こ と を 妨 げ 、 且 つ ソ ノ ト ロ ー ド が 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と を  
妨 げ な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 支 持 部 材 は 基 本 的 に 一 度 だ け 位 置 決 め す れ ば よ い 。 本 発 明 に よ り 対 応 す る  
支 持 面 を 配 置 す る こ と に よ り 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 軸 方 向 で 位 置 決 め す る た め に 、 ソ ノ  
ト ロ ー ド の 支 持 面 を 支 持 部 材 の 対 応 す る 支 持 面 に 当 接 さ せ る だ け で よ い 。 そ の 後 で 支 持 部  
材 は ソ ノ ト ロ ー ド が そ の 縦 軸 を 中 心 に 少 な く と も あ る 範 囲 内 で 回 転 す る こ と を 可 能 に す る  
の で 、 角 度 位 置 を 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 実 施 形 態 は 、 さ ら に 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が ソ ノ ト ロ ー ド に 対 し て で は な く 、 コ ン バ  
ー タ ー 又 は ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー と の 間 に 中 間 接 続 さ れ た 振 幅 変 換 器 に 保 持 さ れ る  
と 非 常 に 有 利 で あ る 。 な ぜ な ら 、 溶 接 中 ソ ノ ト ロ ー ド に 加 わ る 力 が 大 き な て こ の 作 用 を 持  
つ が 、 こ れ が 支 持 部 材 に よ っ て 吸 収 で き る か ら で あ る 。 ソ ノ ト ロ ー ド と ア ン ビ ル の シ ー ル  
面 が 互 い に 正 確 に 平 行 に 位 置 合 わ せ さ れ て い る 場 合 で も 、 こ れ は ソ ノ ト ロ ー ド に 縦 軸 に 対  
し て 横 断 方 向 に 曲 げ モ ー メ ン ト が 負 荷 さ れ る と 変 化 す る 。 こ の よ う な こ と は 、 ソ ノ ト ロ ー  
ド の シ ー ル 面 が 縦 軸 に 対 し て 垂 直 に 位 置 決 め さ れ て い な い と 必 ず 起 こ る 。 特 に 金 属 溶 接 の  
場 合 、 ソ ノ ト ロ ー ド の シ ー ル 面 は 、 大 抵 、 シ ー ル 面 上 の 垂 線 が 縦 軸 に 対 し て 直 角 を な す よ  
う に 向 け ら れ て い る 。 し か も 金 属 溶 接 で は 比 較 的 高 い 力 を 加 え な け れ ば な ら な い た め 、 超  
音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 撓 み を 招 き 、 そ の 結 果 ソ ノ ト ロ ー ド の シ ー ル 面 は も は や ア ン ビ ル の シ  
ー ル 面 と 正 確 に 平 行 に 位 置 合 わ せ さ れ な く な り 、 そ れ に よ っ て 溶 接 品 質 が 低 下 す る 。 さ ら  
に 、 大 き い 曲 げ モ ー メ ン ト に よ っ て 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 品 も 損 傷 す る 可 能 性 が あ  
る が 、 こ れ は 回 避 し な け れ ば な ら な い 。 支 持 部 材 に よ っ て 撓 み と 、 そ れ に よ る 平 行 性 か ら  
の 偏 差 が 低 減 さ れ 、 保 持 具 又 は 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 構 成 部 品 の 損 傷 が 避 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 例 え ば ソ ノ ト ロ ー ド が 突 起 を 具 備 し 、 支 持 部 材 が 溝 を 具 備 し て 、 こ れ ら が 互 い に 係 合 し  
て 支 持 す る こ と が で き る 。 代 替 と し て 、 ソ ノ ト ロ ー ド が 溝 を 具 備 し 、 支 持 部 材 が 突 起 を 具  
備 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 突 起 と 溝 は 対 応 す る 支 持 面 を 有 す る 。 好 ま し く は ソ ノ ト ロ ー ド  
の 突 起 又 は 溝 は 、 共 鳴 振 動 の 振 動 ノ ー ド に 配 置 さ れ て い る 。 振 動 ノ ー ド に 配 置 す る こ と の  
利 点 は 、 対 応 す る 支 持 面 同 士 が 接 触 す る こ と に よ っ て 、 共 鳴 振 動 が 超 音 波 振 動 に 影 響 し な  
い か 、 ご く 僅 か し か 影 響 し な い こ と で あ る 。 こ の 場 合 、 突 起 は ソ ノ ト ロ ー ド に 配 置 す る こ  
と が 選 好 さ れ る 。 な ぜ な ら そ う す る と 支 持 部 材 に よ っ て 超 音 波 振 動 は 最 も 影 響 を 受 け る こ  
と が 少 な く な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 突 起 と 溝 は 台 形 断 面 を 有 す る 。 例 え ば 突 起 が ソ ノ ト ロ ー ド に 配 置  
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さ れ て い る 場 合 、 突 起 は 全 周 突 起 と し て 形 成 で き 、 突 起 の 厚 さ は 半 径 方 向 に 減 少 す る 。 こ  
の 場 合 、 特 に 好 適 な 実 施 形 態 に お い て 、 突 起 の 支 持 面 も 溝 の 支 持 面 も 、 そ れ ら が 平 行 に 延  
び な い で 縦 軸 に 対 し て ９ ０ ° 未 満 の 角 度 を な す ２ つ の 支 持 面 セ グ メ ン ト を 有 す る よ う に 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 方 策 に よ り 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 軸 方 向 位 置 決 め は 非 常 に 簡 単 で 正 確 で あ る 。 加  
え て 支 持 部 材 に よ り 超 音 波 振 動 の 影 響 を 最 小 化 で き る 。 振 動 ノ ー ド で は 縦 方 向 の 超 音 波 振  
動 は 最 小 で あ る が 、 縦 軸 に 対 し て 垂 直 の 厚 み 振 動 は ま さ に こ こ で 最 大 で あ る 。 こ の 振 動 は  
、 縦 軸 上 で 垂 線 に 対 し て 傾 い た 支 持 面 に よ っ て は 僅 か し か 妨 げ ら れ な い 。 支 持 部 材 が 縦 軸  
に 対 し て ９ ０ ° 未 満 の 角 度 を な す 対 応 す る 支 持 面 だ け で ソ ノ ト ロ ー ド に 接 触 す る と 、 影 響  
は さ ら に 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 相 手 工 具 が 設 け ら れ て お り 、 ソ ノ ト ロ ー ド と 相 手 工 具 は 縦 軸 に  
垂 直 の 方 向 で 互 い に 相 対 的 に 移 動 で き 、 支 持 部 材 は 、 相 手 工 具 に よ り 、 場 合 に よ っ て は ソ  
ノ ト ロ ー ド と 相 手 工 具 と の 間 に 位 置 決 め さ れ た 材 料 を 介 し て ソ ノ ト ロ ー ド に 加 え ら れ る 力  
が 支 持 部 材 に 伝 達 さ れ る よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 そ の た め 基 本 的 に 相 手 工 具 と 支 持 部  
材 は 、 ソ ノ ト ロ ー ド の 互 い に 向 き 合 う 側 に 位 置 決 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 支 持 部 材 は 、 縦 軸 に 垂 直 な ２ つ の 位 置 の 間 で 往 復 移 動 で き る  
よ う に 構 成 さ れ て お り 、 好 ま し く は 支 持 部 材 を 少 な く と も １ つ の 位 置 で ロ ッ ク で き る ロ ッ  
ク 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 す る た め の 保 持 具 が 設 け ら れ て お  
り 、 好 ま し く は 保 持 具 に 支 持 部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 場 合 、 支 持 部 材 は 保 持 位 置 と 解 放 位 置 と の 間 で 保 持 具 に 対 し て 相 対 的 に 往 復 移 動 で  
き る 。 保 持 位 置 で は 対 応 す る 接 触 面 が 互 い に 接 触 し て い る の に 対 し 、 解 放 位 置 で は 超 音 波  
振 動 ユ ニ ッ ト が 縦 軸 の 方 向 に 移 動 で き 、 こ の 移 動 が 支 持 部 材 に よ っ て 妨 げ ら れ る こ と は な  
い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 保 持 具 は 角 度 位 置 決 め 装 置 を 有 し て お り 、 角 度 位 置 決 め 装 置  
と 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 互 い に 形 状 的 に 接 続 で き る よ う に 構 成 さ れ て い て 、 こ の 形 状 接  
続 に よ っ て 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と は 妨 げ ら れ 、 且 つ 超 音 波 振 動  
ユ ニ ッ ト と 保 持 具 が 縦 軸 の 方 向 で 相 対 的 に 移 動 す る こ と は 妨 げ ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 形 状 接 続 に よ っ て 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は そ の 縦 軸 を 基 準 に し た 角 度 位 置 が 決 定 さ  
れ る 。 回 転 位 置 を 決 定 す る た め に 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 角 度 位 置 決 め 装 置 と 接 続 す る だ  
け で よ い 。 そ の 後 で 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 位 置 決 め を 、 縦 軸 の 方 向 で 少 な く と も 限 ら れ た  
範 囲 内 で 行 う こ と が で き る 。 縦 軸 を 中 心 に そ れ 以 上 回 転 す る こ と は 、 形 状 接 続 に よ っ て 妨  
げ ら れ る 。 こ の 場 合 、 形 状 接 続 は 、 形 状 接 続 が 嵌 合 に よ っ て 行 わ れ る と 、 角 度 位 置 が 縦 軸  
を 基 準 に し た 所 望 さ れ た 位 置 に あ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 回 転 方 向 で さ ら に 調 整 す る 必  
要 は な い 。 し た が っ て 、 ア ン ビ ル と ソ ノ ト ロ ー ド の シ ー ル 面 の ほ ぼ 完 璧 に 平 行 な 位 置 合 わ  
せ を 実 現 す る た め に 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 角 度 位 置 決 め 装 置 と だ け 接 続 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 支 持 部 材 を 用 い て 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 軸 方 向 位 置 決 め が 決 定 さ れ る 一 方  
、 回 転 位 置 決 め 装 置 を 用 い て 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 縦 軸 を 基 準 に し た 角 度 位 置 が 決 定 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 を 具 備 す る 外 側 隆  
起 を 有 し て お り 、 角 度 位 置 決 め 装 置 は こ の 凹 部 に 対 応 す る 少 な く と も １ つ の 凸 部 を 具 備 し  
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て い て 、 凸 部 は 凹 部 に 突 入 係 合 で き 、 そ れ に よ っ て 形 状 接 続 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 場 合 、 外 側 隆 起 は 複 数 の 凹 部 を 具 備 し 、 好 ま し く は 角 度 位 置 決 め 装 置 は 複 数 の 凹 部  
に 対 応 す る 複 数 の 凸 部 を 具 備 し て お り 、 特 に 好 ま し く は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 縦 軸 を  
中 心 に 互 い に 相 対 的 に 回 転 し た 複 数 の 位 置 で 角 度 位 置 決 め 装 置 と 形 状 的 に 接 続 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 特 に 、 ソ ノ ト ロ ー ド が 複 数 の シ ー ル 面 を 有 す る タ ー ニ ン グ ソ ノ ト ロ ー ド と し て 形 成 さ れ  
て い る 場 合 、 最 後 に 挙 げ た 実 施 形 態 は 有 利 で あ る 。 す べ て の 位 置 に お い て 、 形 状 接 続 に よ  
り 角 度 位 置 決 め 装 置 と 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 間 の 相 対 回 動 が 妨 げ ら れ て い て 、 超 音 波 振 動  
ユ ニ ッ ト は 複 数 の シ ー ル 面 の １ つ が 最 適 に 位 置 合 わ せ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 外 側 隆 起 は 任 意 に 形 成 さ れ て よ い 。 例 え ば 外 側 隆 起 は Ｔ 字 形 断 面 を 有 す る こ と が で き る  
。 こ の 場 合 、 外 側 隆 起 は １ つ の ウ ェ ブ と 、 こ の ウ ェ ブ の 一 方 の 側 か ら 直 角 に 両 側 に 延 び る  
１ つ の フ ラ ン ジ を 有 す る 。 そ の 際 に 、 １ つ 以 上 の 凹 部 を 、 好 ま し く は フ ラ ン ジ 内 に 設 け る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 角 度 位 置 決 め 装 置 の 少 な く と も １ つ の 凸 部 は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と の 形 状 接 続 を 提 供  
で き る 限 り 、 原 理 的 に 任 意 の 方 向 に 延 び て よ い 。 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 角 度 位 置 決 め 装 置  
の 凸 部 は 軸 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 外 側 隆 起 の 少 な く と も １ つ の 凹 部 と 角 度 位 置 決 め 装 置 の 凸 部  
は 互 い に 対 応 す る 接 触 面 を 有 し て お り 、 こ れ ら の 接 触 面 は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 縦 軸 を  
中 心 に 回 転 す る と 角 度 位 置 決 め 装 置 内 に 挿 入 さ れ て 互 い に 接 触 し 、 好 ま し く は 凹 部 及 び ／  
又 は 凸 部 の 接 触 面 は 、 縦 軸 に 対 し て 傾 い て い る 。 基 本 的 に こ の 実 施 形 態 は 、 一 方 の 角 度 位  
置 決 め 装 置 と 、 他 方 の 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と の 噛 み 合 い を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 形 状 接 続 を 可 能 な 限 り 遊 び な く 形 成 す る た め に 、 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 凸 部 及 び ／ 又 は  
凹 部 は 先 端 が 尖 る よ う に 先 細 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 結 果 と し て 接 触 面 は 縦 軸 に 対 し て 傾  
い て い る 。 例 え ば 凸 部 と 凹 部 は ハ ー ス セ レ ー シ ョ ン （ H i r t h - V e r z a h n u n g ） と し て 形 成 さ  
れ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 角 度 位 置 決 め 装 置 は 、 角 度 位 置 決 め 装 置 を 機 台 に 固 定 す る た  
め の 固 定 部 材 と 、 ２ つ の 位 置 の 間 で 縦 軸 の 方 向 に 固 定 部 材 に 対 し て 相 対 的 に 往 復 移 動 で き  
る 連 結 部 材 と を 有 し て お り 、 連 結 部 材 と 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と の 間 で 形 状 接 続 を 形 成 で き  
る 。 こ の 場 合 、 連 結 部 材 は 位 置 の １ つ に 弾 性 的 に 付 勢 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 角 度 位 置 決 め 装 置 が 二 部 分 か ら な る こ と に よ り 、 連 結 部 材 は 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と 形 状  
接 続 を な す こ と が で き 、 又 は 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と の 係 合 が 外 れ て 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト  
が そ の 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 固 定 部 材 と 連 結 部 材 と の 間 に 圧 力 プ レ ー ト が 設 け ら れ て お り  
、 連 結 部 材 は 縦 軸 を 中 心 に 圧 力 プ レ ー ト に 対 し て 相 対 的 に 回 転 で き る 。 さ ら に 拘 束 装 置 が  
設 け ら れ て い て 、 こ の 拘 束 装 置 に よ っ て 連 結 部 材 を 拘 束 し て 、 連 結 部 材 が 超 音 波 振 動 ユ ニ  
ッ ト の 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と が 妨 げ ら れ る よ う に す る こ と が で き る 。 好 適 な 実 施 形 態  
で は 、 拘 束 装 置 は 保 持 具 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 連 結 部 材 が 縦 軸 を 中 心 に ２ つ の 回 転 位 置 の 間 で 固 定 部 材 に 対 し て 相 対 的 に 往 復 回 転 で き  
る よ う に す る 微 調 整 装 置 を 設 け る こ と が で き 、 特 に 好 ま し く は 、 微 調 整 装 置 は 、 連 結 部 材  
と 接 続 可 能 な 長 穴 付 き 調 整 部 材 と 長 穴 に 貫 入 す る ね じ か ら な り 、 ね じ は 保 持 具 の ね じ 孔 内  
に 突 入 係 合 す る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 連 結 部 材 が 固 定 部 材 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 可 能 で あ る こ と は 、 ソ ノ ト ロ ー ド の シ ー ル 面  
と ア ン ビ ル の シ ー ル 面 と の 平 行 性 の 偏 差 が な お も 存 在 す る 場 合 に そ れ を 補 償 す る の に 役 立  
つ 。 こ の こ と は 微 調 整 装 置 を 用 い て 極 め て 正 確 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 外 側 隆 起 は ソ ノ ト ロ ー ド に 、 又 は ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ  
ー と の 間 に 配 置 さ れ た 振 幅 変 換 器 に 設 け ら れ て お り 、 好 ま し く は 、 隆 起 は 波 長 λ ／ ２ の 共  
鳴 振 動 の 振 動 ノ ー ド に 配 置 さ れ て い る 。 振 動 ノ ー ド に 配 置 す る こ と に よ り 、 保 持 具 若 し く  
は 角 度 位 置 決 め 装 置 に よ る 共 鳴 振 動 へ の 影 響 が 最 小 で あ る こ と が 確 保 さ れ る 。 外 側 隆 起 が  
、 １ つ の ウ ェ ブ と 、 こ の ウ ェ ブ の 一 方 の 側 か ら 直 角 に 両 側 に 延 び る １ つ の フ ラ ン ジ と を 有  
す る Ｔ 字 形 断 面 で 形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 ウ ェ ブ は 共 鳴 振 動 の 振 動 ノ ー ド に 配 置 す べ き で  
あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 別 の 好 適 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ク ラ ン プ 装 置 を 具 備 す る 保 持 具 が 設 け ら れ て お り 、 ク ラ  
ン プ 装 置 は 、 開 い た 位 置 と 閉 じ た 位 置 と の 間 で 往 復 移 動 で き る 。 こ の 場 合 、 開 い た 位 置 で  
は 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 具 か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。 閉 じ た 位 置 で は 、 ク ラ ン プ 装  
置 は 少 な く と も ２ つ の 保 持 点 で 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と 接 触 し て こ れ に 力 を 加 え 、 そ の 結 果  
超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 保 持 さ れ る 。 保 持 点 は 、 好 ま し く は 外 側 隆 起 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 特 に 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 ク ラ ン プ 装 置 は 、 ス ロ ッ ト （ S c h l i t z ） 付 き コ レ ッ ト ス リ ー ブ  
と し て 形 成 さ れ て い る 。 コ レ ッ ト ス リ ー ブ （ S p a n n h u e l s e ） は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 部  
分 の 外 面 に 対 応 し て 形 成 さ れ た 内 面 を 有 す る 。 ス ロ ッ ト は 、 ス リ ー ブ の 外 面 と ス リ ー ブ の  
内 面 を 接 続 し て お り 、 そ の た め ス リ ー ブ は 、 ス ロ ッ ト を 限 定 す る ２ つ の 向 き 合 う ス ロ ッ ト  
壁 を 有 す る 。 ス ロ ッ ト 壁 を 互 い に 向 か っ て 動 か す こ と が で き る 締 め 付 け 装 置 が 設 け ら れ て  
お り 、 そ れ に よ り 内 面 に よ っ て 限 定 さ れ た 空 間 が 縮 小 さ れ て 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が ス リ ー  
ブ 内 部 で 締 め 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 例 え ば 一 方 の ス ロ ッ ト 壁 に ね じ 孔 を 設 け 、 他 方 の ス ロ ッ ト 壁 に 段 付 き 貫 通 孔 を 設 け る こ  
と が で き 、 そ れ に よ り 締 め 付 け 装 置 と し て 働 く ね じ が 段 付 き 貫 通 孔 を 貫 通 し て ね じ 孔 に 突  
入 係 合 で き 、 ね じ を 回 し て 両 ス ロ ッ ト 壁 を 互 い に 向 か っ て 動 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ク ラ ン プ 装 置 に よ る 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 損 傷 を 防 ぐ た め に 、 好 適 な 実 施 形 態 で は ス ロ  
ッ ト 壁 が 停 止 面 と し て 働 く 。 し た が っ て 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 外 面 の 一 部 と コ レ ッ ト ス  
リ ー ブ の 内 面 は 、 ス ロ ッ ト 壁 が 接 触 す る と 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 確 実 に ク ラ ン プ 装 置 に  
よ っ て 保 持 さ れ る よ う に 互 い に 同 調 さ れ 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 損 傷 を 来 す こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ の 他 の 利 点 、 特 徴 及 び 可 能 な 応 用 は 、 以 下 の 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 と 付 属 の 図 面 に  
基 づ い て 明 ら か に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 溶 接 機 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 保 持 具 の な い 図 １ に よ る 超 音 波 溶 接 機 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 振 動 構 造 の な い 図 １ に よ る 保 持 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 図 ４ ａ は 、 図 １ の 連 結 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 図 ４ ｂ は 、 図 １ の 角 度 位 置 決 め 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ｃ 】 図 ４ ｃ は 、 図 １ の 角 度 位 置 決 め 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ｄ 】 図 ４ ｄ は 、 図 １ の 保 持 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 １ の 実 施 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ の 振 幅 変 換 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 １ の ソ ノ ト ロ ー ド の 斜 視 図 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に よ る 超 音 波 溶 接 機 の 第 １ の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 溶  
接 機 は 、 特 に 金 属 の 溶 接 の た め に 意 図 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 溶 接 機 は 、 ソ ノ ト ロ ー ド １  
と 、 振 幅 変 換 器 ４ と 、 コ ン バ ー タ ー ３ と を 含 む 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 有 す る 。 超 音 波 振 動  
ユ ニ ッ ト の 構 成 要 素 は 、 縦 軸 に 沿 っ て 互 い に 並 置 さ れ て い る 。 コ ン バ ー タ ー ３ を 用 い て 交  
流 電 圧 が 機 械 的 な 超 音 波 振 動 に 変 換 さ れ る 。 こ の 機 械 的 振 動 は 、 振 幅 変 換 器 ４ に よ っ て 振  
幅 が 変 え ら れ る が 周 波 数 は 変 わ ら ず に ソ ノ ト ロ ー ド １ に 伝 達 さ れ る 。 ソ ノ ト ロ ー ド １ は 、  
コ ン バ ー タ ー ３ と は 反 対 側 に 合 計 ４ つ の シ ー ル 面 ２ を 有 し て お り 、 こ れ ら は 被 加 工 材 と 接  
触 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は そ の 個 々 の 構 成 要 素 、 即 ち 、 コ ン バ  
ー タ ー ３ 、 振 幅 変 換 器 ４ 及 び ソ ノ ト ロ ー ド １ と 互 い に 同 調 さ れ て い て 、 波 長 の 超 音 波 周 波  
数 で 共 鳴 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 そ の た め ソ ノ ト ロ ー ド の 内 部 で は 縦 半 波  
の 定 常 波 が 形 成 さ れ る 。 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 機 台 に 保 持 さ れ な け れ ば な ら な い 。 こ の た  
め 、 保 持 具 ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ に つ い て は 以 下 に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 実 施 形 態 の 斜 視 図 を 示 す 。 こ こ で は 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 個 々 の 構 成 要  
素 、 即 ち 、 コ ン バ ー タ ー ３ 、 振 幅 変 換 器 ４ 及 び ソ ノ ト ロ ー ド １ は 実 質 的 に 回 転 対 称 で あ り  
、 ソ ノ ト ロ ー ド １ の コ ン バ ー タ ー ３ と は 反 対 側 の 端 部 の み が 正 方 形 に 形 成 さ れ て お り 、 正  
方 形 断 面 の 各 縁 面 に シ ー ル 面 ２ が 設 け ら れ て い る 。 代 替 と し て 、 ソ ノ ト ロ ー ド は 他 の 断 面  
、 例 え ば 三 角 形 、 正 方 形 で は な い 四 角 形 な ど を 有 す る こ と も で き よ う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 特 に 金 属 、 わ け て も 銅 や ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 非 鉄 金 属 を 、 超 音 波 を 用 い て 溶 接 す る 際 に  
、 溶 接 面 の 著 し い 摩 耗 を 来 た し 、 そ の た め 超 音 波 溶 接 機 は 定 期 的 な 間 隔 で 部 分 的 又 は 完 全  
に 交 換 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 示 さ れ た ソ ノ ト ロ ー ド １ は 合 計 ４ つ の シ ー ル 面 ２ を 有 す る の で 、 １ つ の シ ー ル 面 ２ が  
摩 耗 し た ら ９ ０ ° 回 転 さ せ て 、 こ の 位 置 で 引 き 続 き 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 超 音 波 で 金 属 を 加 工 す る た め に 、 被 加 工 材 は ソ ノ ト ロ ー ド １ の シ ー ル 面 ２ と 相 手 工 具 （  
図 示 せ ず ） と の 間 に 配 置 し 、 次 い で 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 振 動 さ せ て 、 シ ー ル 面 ２ に よ り  
超 音 波 振 動 を 被 加 工 材 に 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ の 保 持 具 ５ は 、 図 ３ に 別 個 に 示 さ れ て い る 。 保 持 具 は コ レ ッ ト ス リ ー ブ と し て 形 成  
さ れ て い る 。 保 持 具 は 振 幅 変 換 器 を 完 全 に 取 り 囲 ん で い る こ と が 見 て 取 れ る 。 但 し 、 保 持  
具 は 、 保 持 具 の ２ つ の 脚 部 材 １ ２ 、 １ ３ に よ っ て 形 成 さ れ た ス ロ ッ ト １ １ を 具 備 し て い る  
。 図 ３ に 示 す 位 置 で 、 振 幅 変 換 器 ４ を 保 持 具 ５ に 軸 方 向 で 押 し 込 む こ と が で き る 。 こ の 位  
置 で 振 幅 変 換 器 ４ 、 ひ い て は 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト 全 体 を 、 保 持 具 ５ の 内 部 で そ の 縦 軸 を 中  
心 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト 若 し く は ソ ノ ト ロ ー ド １ の シ ー ル 面 ２  
が 所 望 の 位 置 に 達 し た ら 、 直 ち に 脚 部 材 １ ３ の 内 部 に ね じ 孔 と し て 、 且 つ 脚 部 材 １ ３ の 内  
部 に 貫 通 孔 と し て 形 成 さ れ た 孔 １ ４ に 受 容 さ れ て い る ね じ を 用 い て 、 ２ つ の 脚 部 材 １ ２ 、  
１ ３ を 互 い に 向 か っ て 動 か す こ と が で き る 。 そ の 結 果 と し て ス リ ー ブ 状 保 持 具 ５ の 内 径 は  
小 さ く な り 、 振 幅 変 換 器 ４ は 、 保 持 具 ５ 内 で 緊 締 さ れ て 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は そ の 縦 軸  
を 中 心 に し て 保 持 具 ５ に 対 し て 相 対 的 に 回 動 す る こ と が で き な く な る 。 こ こ で 留 意 す べ き  
は 、 保 持 具 が 開 い た 状 態 で 孔 は 、 締 め 付 け ら れ る 振 幅 変 換 器 の 外 径 よ り ご く 僅 か だ け 大 き  
く す べ き で あ る と い う こ と で あ る 。 こ の 超 過 寸 法 は ０ ． １ ｍ ｍ 未 満 、 好 ま し く は ０ ． ０ ５  
ｍ ｍ 未 満 、 最 も 好 ま し く は ０ ． ０ ２ ｍ ｍ 未 満 と す べ き で あ る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 脚 部  
材 １ ２ 、 １ ３ は 停 止 面 と し て 働 く 対 応 す る ス ロ ッ ト 壁 を 有 し て い る 。 こ の こ と は 、 超 音 波  
振 動 ユ ニ ッ ト の 外 面 の 一 部 及 び コ レ ッ ト ス リ ー ブ の 内 面 は 、 孔 １ ４ 内 に 突 入 係 合 す る ね じ  
を 用 い て 脚 部 材 １ ２ 、 １ ３ を 停 止 面 が 接 触 す る ま で 互 い に 向 か っ て 動 か し 、 そ の 状 況 で 超  
音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は コ レ ッ ト ス リ ー ブ の 内 部 で 固 定 保 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と  
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を 意 味 す る 。 こ の 構 成 に よ り 、 コ レ ッ ト ス リ ー ブ は 敏 感 な 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト に 過 大 な 圧  
力 を 加 え る こ と が で き な い よ う に 確 保 さ れ る 。 し た が っ て 、 脚 部 材 １ ２ 、 １ ３ の 両 ス ロ ッ  
ト 壁 が 互 い に 衝 突 す る 瞬 間 に 、 ス リ ー ブ が 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト に も た ら す 以 上 の 力 を 超 音  
波 振 動 ユ ニ ッ ト に 加 え る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 好 ま し く は 、 コ レ ッ ト ス リ ー ブ は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が コ レ ッ ト ス リ ー ブ 内 に 受 容 さ  
れ て い る と き 超 音 波 振 動 装 置 に 少 な く と も １ ０ ０ Ｎ ｍ 、 好 ま し く は 少 な く と も ２ ０ ０ Ｎ ｍ  
、 最 も 好 ま し く は 少 な く と も ３ ０ ０ ｎ ｍ の ト ル ク を も た ら す こ と が で き 、 し か も 超 音 波 振  
動 ユ ニ ッ ト は コ レ ッ ト ス リ ー ブ の 内 部 で 長 手 軸 を 中 心 に コ レ ッ ト ス リ ー ブ に 対 し て 相 対 的  
に 回 転 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 保 持 具 に 保 持 さ れ  
て い る 間 に 、 個 々 の 構 成 要 素 、 例 え ば ソ ノ ト ロ ー ド を 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト か ら 取 り 外 せ る  
こ と が 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 他 方 で 、 保 持 具 が 振 幅 変 換 器 に 加 え る 締 め 付 け 力 は 、 振 幅 変 換 器 に 対 す る 締 め 付 け の 影  
響 を で き る だ け 少 な く す る た め に 可 能 な 限 り 小 さ く 抑 え る べ き で あ る 。 し た が っ て 、 コ レ  
ッ ト ス リ ー ブ は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト に ２ ０ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 好 ま し く は １ ０ ０ ０ Ｎ ｍ 以 上  
、 最 も 好 ま し く は ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 の ト ル ク が も た ら さ れ る 場 合 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、  
保 持 具 の 内 部 で 長 手 軸 を 中 心 に 保 持 具 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る よ う に 構 成 す べ き で あ る  
。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 保 持 具 に よ っ て 振 幅 変 換 器 に も た ら さ れ る 力 は 振 動 に ほ と  
ん ど 影 響 し な い こ と が 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ４ ａ に は 、 角 度 位 置 決 め 装 置 の 連 結 部 材 ８ の 斜 視 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の 角 度 位 置 決  
め 装 置 は 、 ソ ノ ト ロ ー ド １ の シ ー ル 面 ２ の 角 度 位 置 を 簡 単 な 方 法 で 可 能 な 限 り 正 確 に 調 整  
す る 働 き を す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 角 度 位 置 決 め 装 置 は 、 ス リ ー ブ と し て 形 成 さ れ た 連 結 部 材 ８ を 有 す る 。 連 結 部 材 の コ ン  
バ ー タ ー か ら 反 対 側 に は 、 一 連 の 凸 部 ２ ７ 若 し く は 凹 部 ２ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合  
、 コ ン バ ー タ ー ハ ウ ジ ン グ の 外 径 は 連 結 部 材 の 内 径 よ り 小 さ く 形 成 さ れ て い て 、 コ ン バ ー  
タ ー を 含 む 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 連 結 部 材 内 を 貫 通 し て 、 凹 部 と 凸 部 が 互 い に 突 入 係 合 す  
る ま で 挿 入 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 特 に 図 ５ か ら 見 て 取 れ る よ う に 、 振 幅 変 換 器 は 、 こ こ で は ウ ェ ブ １ ５ と 、 第 １ の ス リ ー  
ブ 部 分 １ ６ 及 び 第 ２ の ス リ ー ブ 部 分 １ ７ を 備 え た フ ラ ン ジ か ら 形 成 さ れ た 外 側 隆 起 を 有 す  
る 。 ウ ェ ブ １ ５ は 、 振 動 ノ ー ド で 振 幅 変 換 器 ４ と 接 続 さ れ て い る 。 ウ ェ ブ １ ５ の 端 部 で 振  
幅 変 換 器 ４ か ら 第 １ の ス リ ー ブ 部 分 １ ６ が コ ン バ ー タ ー ３ に 向 か っ て 延 び 、 第 ２ の ス リ ー  
ブ 部 分 １ ７ が ソ ノ ト ロ ー ド １ に 向 か っ て 延 び て い る 。 第 １ の ス リ ー ブ 部 分 １ ６ も 第 ２ の ス  
リ ー ブ 部 分 １ ７ も 、 保 持 具 ５ に 対 す る 接 触 面 と し て 働 く 全 周 カ ラ ー １ ８ を 有 す る 。 こ の 固  
定 方 法 に よ り 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 振 動 特 性 に 有 意 な 影 響 を 来 さ な い 保 持 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ に 振 幅 変 換 器 ４ の 斜 視 図 が 示 さ れ て い る 。 ２ つ の 全 周 カ ラ ー １ ８ が 見 て 取 れ る 。 第  
１ の ス リ ー ブ 部 分 １ ６ は 一 連 の 凸 部 ２ ０ 若 し く は 凹 部 ２ １ を 有 し て お り 、 こ れ ら は 角 度 位  
置 決 め 装 置 の 凸 部 ２ ７ と 凹 部 ２ ８ に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 角 度 位 置 決 め 装 置  
の 凸 部 ２ ７ と 凹 部 ２ ８ は 、 凹 部 ２ １ 及 び 凸 部 ２ ０ と 接 続 で き る 。 こ の 形 状 接 続 に よ り 、 超  
音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と は 妨 げ ら れ る 一 方 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と  
角 度 位 置 決 め 装 置 が 縦 軸 の 方 向 で 相 対 的 に 移 動 す る こ と は 妨 げ ら れ な い 。 こ の 場 合 、 全 周  
カ ラ ー の 外 径 は 、 保 持 具 の 内 径 よ り や や 小 さ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ４ ｂ に 回 転 位 置 決 め 装 置 の 全 体 が 図 示 さ れ て い る 。 既 に 図 ４ ａ に 示 し た 連 結 部 材 ８ は  
圧 力 プ レ ー ト ３ １ に 当 接 し て お り 、 ま た 圧 力 プ レ ー ト ３ １ は 、 ば ね １ ０ を 介 し て 固 定 部 材  
９ に 弾 性 的 に 配 置 さ れ て い る 。 固 定 部 材 ９ は 動 か な い よ う に 固 定 さ れ て い る 。 圧 力 プ レ ー  
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ト ３ １ は 、 ば ね １ ０ の 作 用 に よ り 軸 方 向 で 固 定 部 材 ９ に 対 し て 相 対 的 に 移 動 で き る 。 連 結  
部 材 ８ は 圧 力 プ レ ー ト ３ １ に 当 接 し て い る の で 、 連 結 部 材 は 圧 力 プ レ ー ト ３ １ と 一 緒 に 軸  
方 向 で 移 動 す る 。 連 結 部 材 ８ は 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 圧 力 プ レ ー ト ３ １ に 対 し て 縦 軸  
を 中 心 に ２ つ の 位 置 の 間 で 往 復 移 動 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ４ ｃ は 、 回 転 位 置 決 め 装 置 と 共 に 示 し た 保 持 具 ５ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ２ に も 示 さ れ て い る よ う に 、 ば ね １ ０ は 連 結 部 材 ８ を 前 方 に 、 即 ち 、 ソ ノ ト ロ ー ド １  
に 向 か っ て 押 し 、 そ れ に よ っ て 振 幅 変 換 器 ４ の 凸 部 ２ ０ 及 び 凹 部 ２ １ と 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 保 持 具 ５ が ま だ そ の ク ラ ン プ 位 置 に な い 間 は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は そ の 縦 軸 を 中 心 に  
回 転 で き 、 連 結 部 材 ８ は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト に よ っ て 、 ば ね １ ０ の 力 に 抗 し て 後 方 に 、  
即 ち 、 コ ン バ ー タ ー ３ に 向 か っ て 押 さ れ る 。 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 凸 部 ２ ０ が 凹 部 ２ ８  
内 に 進 入 す る ま で そ の 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る 。 そ れ に よ っ て 連 結 部 材 ８ は 振 幅 変 換 器 ４ の  
フ ラ ン ジ と か み 合 う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 凸 部 ２ ０ 及 び ２ ７ の 数 及 び 凹 部 ２ １ 及 び ２ ８ の 数 は 、 ソ ノ ト ロ ー  
ド １ の シ ー ル 面 ２ の 数 に 等 し い 。 そ れ ゆ え 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 選 択 さ れ た 角 度 位 置 で の  
み 取 り 付 け ら れ る こ と が 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 さ ら に 連 結 部 材 ８ が 固 定 部 材 ９ に 対 し て 縦 軸 を 中 心 に わ ず か に 相  
対 回 転 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う な わ ず か な 回 転 を 実 現 す る た め に 、 ア イ レ ッ ト １  
９ と し て 形 成 さ れ た 調 節 部 材 が 設 け ら れ 、 連 結 部 材 ８ と 取 り 外 し 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。  
ね じ と し て 形 成 さ れ た 微 調 整 装 置 ２ ９ が 、 こ の 調 節 部 材 を 保 持 具 ５ と 接 続 し て い る 。 し た  
が っ て 、 ね じ ２ ９ を 回 す こ と に よ り 、 調 節 部 材 と 接 続 さ れ た 連 結 部 材 ８ を 保 持 具 ５ と 固 定  
部 材 ９ に 対 し て あ る 範 囲 で 回 動 さ せ て 、 角 度 位 置 の 微 調 整 を 行 う こ と が で き る 。 し た が っ  
て 、 ね じ ２ ９ は 、 ア イ レ ッ ト １ ９ 内 に 設 け ら れ た 長 穴 の 内 部 で 軸 方 向 に も 半 径 方 向 に も や  
や 遊 び を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ４ ｄ に 、 角 度 位 置 決 め 装 置 の 別 の 斜 視 断 面 図 が 示 さ れ て い る 。 ア イ レ ッ ト １ ９ 内 に は  
グ ラ ブ ね じ ３ ２ が 突 入 係 合 す る ね じ 孔 が 設 け ら れ て い る 。 グ ラ ブ ね じ ３ ２ を 用 い て ア イ レ  
ッ ト １ ９ を 連 結 部 材 ８ と 締 め 付 け る こ と が で き 、 そ の 結 果 と し て 連 結 部 材 ８ と ア イ レ ッ ト  
１ ９ は 一 緒 に の み 縦 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 保 持 具 内 部 の 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 最 初 に 調 節 す る 際 に 、 又 は 凸 部 ２ ０ 及 び 凹 部 ２ １ に  
対 す る ２ つ の シ ー ル 面 の 角 度 位 置 が 知 ら れ て い な い 場 合 、 グ ラ ブ ね じ ３ ２ を 緩 め て 超 音 波  
振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 具 内 に 挿 入 で き る 。 そ の 結 果 、 連 結 部 材 ８ は 、 ば ね １ ０ の 力 に 抗 し て  
固 定 部 材 ９ に 向 か っ て 押 さ れ 、 次 に そ の 縦 軸 を 中 心 に 回 転 し て 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 凸  
部 ２ ０ と 凹 部 ２ １ が 連 結 部 材 ８ の 対 応 す る 凸 部 ２ ７ と 凹 部 ２ ８ 内 に 進 入 す る 。 こ の 位 置 で  
、 連 結 部 材 ８ は 、 ば ね １ ０ の 力 に よ っ て 再 び 固 定 部 材 ９ か ら 離 れ る 方 向 に 押 さ れ る 。 こ の  
と き 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 シ ー ル 面 が ほ ぼ 所 望 の 回 転 位 置 に 来 る ま で 縦 軸 を 中 心 に 回 転  
で き る 。 グ ラ ブ ね じ ３ ２ は 緩 め て あ る の で 、 連 結 部 材 ８ は 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と 一 緒 に 回  
転 す る が 、 圧 力 プ レ ー ト ３ １ は そ の 位 置 に 留 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 所 望 の 回 転 位 置 に ほ ぼ 到 達 す る と 、 直 ち に グ ラ ブ ね じ ３ ２ を 固 く  
締 め て ア イ レ ッ ト １ ９ を 連 結 部 材 ８ と 接 続 で き る 。 こ の と き 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を そ の 縦  
軸 を 中 心 に さ ら に 回 転 す る こ と は 、 ね じ ２ ９ を 回 す こ と に よ り 非 常 に 限 ら れ た 範 囲 で の み  
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ６ に 見 ら れ る よ う に 、 振 幅 変 換 器 ４ は ソ ノ ト ロ ー ド １ に 面 す る 側 に 突 起 部 ２ ２ を 有 す  
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る 。 図 ７ に は ソ ノ ト ロ ー ド １ の 斜 視 図 が 示 さ れ て い る 。 ソ ノ ト ロ ー ド １ は そ の 振 幅 変 換 器  
４ に 面 す る 側 に 突 起 部 ２ ２ に 対 応 す る 開 口 部 ２ ６ を 有 す る 。 突 起 部 ２ ２ は カ ッ ト ア ウ ト ２  
３ を 有 し て お り 、 こ れ は 対 応 す る 開 口 部 ２ ６ に も 同 様 に 見 ら れ る 。 突 起 部 ２ ２ が 開 口 部 ２  
６ に 挿 入 さ れ る と 、 縦 軸 を 中 心 と す る 回 転 方 向 で ソ ノ ト ロ ー ド １ と 振 幅 変 換 器 ４ に 形 状 接  
続 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ソ ノ ト ロ ー ド １ は 、 段 付 き 孔 と し て 形 成 さ れ た 中 央 孔 ２ ５ を 有 し て お り 、 こ れ を 通 っ て  
ね じ を 振 幅 変 換 器 の 対 応 す る 中 央 ね じ 孔 ２ ４ に 導 入 し て 、 ソ ノ ト ロ ー ド １ を 振 幅 変 換 器 ４  
に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ５ の 断 面 図 か ら 見 て 取 れ る よ う に 、 ソ ノ ト ロ ー ド １ は 、 ソ ノ ト ロ ー ド １ の 共 鳴 周 波 数  
の 振 動 ノ ー ド に 配 置 さ れ た 外 側 突 起 ６ を 具 備 し て い る 。 外 側 突 起 は 、 図 示 の 実 施 形 態 で は  
全 周 に 形 成 さ れ て い る 。 保 持 具 ５ に は 支 持 部 材 が 固 定 さ れ て お り 、 こ れ は 超 音 波 振 動 ユ ニ  
ッ ト を 保 持 具 に 受 容 で き る 外 側 の 位 置 と 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 縦 軸 の 方 向 で 移 動 す る の  
を 支 持 部 材 が 妨 げ る 内 側 の 位 置 と の 間 に お い て 、 半 径 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 こ の 位 置 で  
支 持 部 材 を 拘 束 し て 、 支 持 部 材 ７ が 不 都 合 に 外 側 の 位 置 に 向 か っ て 動 く の を 防 ぐ こ と が で  
き る 。 支 持 部 材 ７ は 、 外 側 突 起 ６ が 進 入 す る 溝 ３ ０ を 備 え て い る 。 図 ５ で は 上 方 か ら 被 加  
工 材 に よ っ て ソ ノ ト ロ ー ド に 力 が 加 え ら れ る と 、 こ の 力 は 支 持 部 材 ７ に よ っ て 吸 収 さ れ る  
。 振 幅 変 換 器 ４ に 設 け ら れ た 包 囲 す る 保 持 具 ５ は 、 加 工 場 所 、 即 ち 、 シ ー ル 面 ２ か ら 比 較  
的 遠 く 離 れ て い る の で 、 シ ー ル 面 ２ に 小 さ い 溶 接 力 が 加 え ら れ た だ け で も 超 音 波 振 動 ユ ニ  
ッ ト の 屈 曲 を 招 く 恐 れ が あ る 。 そ れ ゆ え 支 持 装 置 ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 具 に 受 容 す る た め に は 、 最 初 に 孔 １ ４ 内 の ね じ に よ る 締 め 付  
け を 緩 め な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 支 持 部 材 ７ を 半 径 方 向 外 側 に 移 動 す る 必 要 が あ る 。 こ  
う し て 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 具 ５ に 挿 入 で き る 。 こ の 場 合 、 連 結 部 材 ８ と 圧 力 プ レ ー  
ト ３ １ は 、 ば ね １ ０ の ば ね 力 に 抗 し て 固 定 部 材 ９ に 向 か っ て 押 さ れ て 、 支 持 部 材 ７ が 半 径  
方 向 内 側 に 動 い て 拘 束 さ れ た 後 で 、 外 側 突 起 ６ が 支 持 部 材 ７ の 溝 ３ ０ 内 に 進 入 す る 。 こ れ  
に よ り 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 軸 方 向 位 置 が 決 定 さ れ る 。 次 に 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を そ の 縦  
軸 を 中 心 に 、 連 結 部 材 ８ の 凸 部 が 第 １ の ス リ ー ブ 部 分 １ ６ の 対 応 す る 凹 部 と 噛 み 合 う ま で  
回 転 さ せ て 角 度 位 置 決 め が 行 わ れ る 。 こ の 位 置 で 角 度 位 置 も ほ ぼ 完 璧 に 調 整 さ れ て い る 。  
微 調 整 は 、 微 調 整 装 置 、 即 ち 、 ア イ レ ッ ト １ ９ と ね じ ２ ９ を 用 い て 行 わ れ 、 こ れ ら を 用 い  
て 角 度 位 置 の 微 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト の 正 し い 位 置 に 達 し た ら 、 直 ち に 孔 １ ４ 内 に 突 入 係 合 す る 固 定 ね じ  
を 用 い て 脚 部 材 １ ２ 、 １ ３ を 互 い に 向 か っ て 動 か し て 、 ス ロ ッ ト １ １ を 縮 小 し 、 超 音 波 振  
動 ユ ニ ッ ト を 保 持 ス リ ー ブ 内 に 包 囲 す る よ う に 締 め 付 け る こ と が で き る 。
な お 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 態 様 と し て 、 以 下 に 示 す も の が あ る 。
［ 態 様 １ ］
ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー を 有 す る 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 具 備 す る 超 音 波 溶 接 機 で あ っ  
て 、 ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー は 縦 軸 に 沿 っ て 互 い に 並 置 さ れ て お り 、 超 音 波 振 動 ユ ニ  
ッ ト は 超 音 波 振 動 に よ り 縦 軸 の 方 向 に 波 長 λ で 共 鳴 さ せ る こ と が で き 、 ソ ノ ト ロ ー ド と コ  
ン バ ー タ ー と の 間 に 配 置 さ れ た 振 幅 変 換 器 を 設 け る こ と が で き る も の に お い て 、 ソ ノ ト ロ  
ー ド は コ ン バ ー タ ー と 、 及 び ／ 又 は 振 幅 変 換 器 は コ ン バ ー タ ー と 、 及 び ／ 又 は 振 幅 変 換 器  
は ソ ノ ト ロ ー ド と 、 縦 軸 に 垂 直 な 平 面 の 全 て の 方 向 で 嵌 合 を 提 供 す る 形 状 接 続 に よ っ て 接  
続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 ２ ］
前 記 形 状 接 続 は 、 突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 か ら な り 、 好 ま し く 突 起 部 は 振 幅 変 換 器  
に 配 置 さ れ 、 こ れ に 対 応 す る 開 口 部 は ソ ノ ト ロ ー ド 又 は コ ン バ ー タ ー に 配 置 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 ３ ］
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突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 は 縦 軸 に 対 し て 回 転 対 称 に 形 成 さ れ て お ら ず 、 好 ま し く は  
突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 は ｎ 数 の 回 転 軸 を 有 す る 縦 軸 を 中 心 に 回 動 対 称 に 形 成 さ れ  
て い て 、 ｎ は １ よ り 大 き い 自 然 数 で あ り 、 特 に 好 ま し く は 、 ソ ノ ト ロ ー ド は ｍ 数 の 回 転 軸  
を 有 す る 縦 軸 を 中 心 に 回 動 対 称 に 形 成 さ れ て い て 、 ｍ と ｎ は 等 し い こ と を 特 徴 と す る 、 態  
様 ２ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 ４ ］
突 起 部 と こ れ に 対 応 す る 開 口 部 は 円 錐 状 に 形 成 さ れ て い る か 、 又 は 円 錐 状 部 分 を 有 す る こ  
と を 特 徴 と す る 、 態 様 ２ 又 は ３ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 ５ ］
ソ ノ ト ロ ー ド と 振 幅 変 換 器 は 形 状 接 続 に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ て お り 、 ソ ノ ト ロ ー ド は 段  
付 き 貫 通 孔 を 有 し 、 振 幅 変 換 器 は ね じ 孔 を 有 し 、 段 付 き 貫 通 孔 を 貫 通 し て ね じ 孔 に 突 入 係  
合 す る ね じ が 設 け ら れ て お り 、 好 ま し く は 貫 通 穴 又 は ね じ 孔 は 突 起 部 内 に 配 置 さ れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 ２ か ら ４ の い ず れ か 一 態 様 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 ６ ］
ソ ノ ト ロ ー ド に 対 し て 縦 軸 に 垂 直 に 加 え ら れ た 力 を 支 持 す る た め の 支 持 部 材 が 設 け ら れ て  
お り 、 ソ ノ ト ロ ー ド と 支 持 部 材 は 互 い に 対 応 す る 支 持 面 を 有 し 、 こ れ ら の 支 持 面 は 、 少 な  
く と も ソ ノ ト ロ ー ド に 縦 軸 に 対 し て 垂 直 に 力 が 加 え ら れ る と 互 い に 接 触 し 、 支 持 面 は 、 こ  
れ ら の 支 持 面 が 互 い に 接 触 す る と ソ ノ ト ロ ー ド が 支 持 部 材 に 対 し て 縦 軸 の 方 向 で 相 対 的 に  
移 動 す る こ と を 妨 げ 、 且 つ ソ ノ ト ロ ー ド が 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と を 妨 げ な い よ う に 形  
成 さ れ て お り 、 更 に 好 ま し く は 、 支 持 部 材 は 縦 軸 に 垂 直 な ２ つ の 位 置 の 間 で 往 復 移 動 で き  
る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 特 に 好 ま し く は 支 持 部 材 を 少 な く と も １ つ の 位 置 で ロ ッ ク で き  
る ロ ッ ク 装 置 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ か ら ５ の い ず れ か 一 態 様 に 記 載  
の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 ７ ］
ソ ノ ト ロ ー ド が 突 起 を 具 備 し て 支 持 部 材 が 溝 を 具 備 す る か 、 又 は ソ ノ ト ロ ー ド が 溝 を 具 備  
し て 支 持 部 材 が 突 起 を 具 備 し 、 突 起 と 溝 は 対 応 す る 支 持 面 を 有 し て お り 、 好 ま し く は ソ ノ  
ト ロ ー ド の 突 起 又 は 溝 は 波 長 λ の 共 鳴 振 動 の 振 動 ノ ー ド に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 、 態 様 ６ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 ８ ］
相 手 工 具 が 設 け ら れ て お り 、 ソ ノ ト ロ ー ド と 相 手 工 具 は 縦 軸 に 垂 直 の 方 向 で 互 い に 相 対 的  
に 移 動 で き 、 支 持 部 材 は 、 相 手 工 具 に よ っ て ソ ノ ト ロ ー ド に 加 え ら れ た 力 が 支 持 部 材 に 伝  
達 さ れ る よ う に 位 置 決 め さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 ６ 又 は ７ に 記 載 の 超 音 波 溶 接  
機 。
［ 態 様 ９ ］
突 起 と 溝 は 台 形 断 面 を 有 し て お り 、 好 ま し く は 突 起 と 溝 は 、 そ れ ぞ れ 平 行 に 延 び ず 縦 軸 に  
対 し て ９ ０ ° 未 満 の 角 度 を な す ２ つ の 支 持 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 ７ か ら ８ の  
い ず れ か 一 態 様 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 １ ０ ］
超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 す る た め の 保 持 具 が 設 け ら れ て お り 、 好 ま し く は 保 持 具 に 支 持  
部 材 が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ か ら ９ の い ず れ か 一 態 様 に 記 載 の 超  
音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 １ １ ］
前 記 保 持 具 は 角 度 位 置 決 め 装 置 を 有 し て お り 、 角 度 位 置 決 め 装 置 と 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は  
、 互 い に 形 状 的 に 接 続 で き る よ う に 形 成 さ れ て い て 、 こ の 形 状 接 続 に よ っ て 超 音 波 振 動 ユ  
ニ ッ ト が 縦 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と は 妨 げ ら れ 、 且 つ 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と 保 持 具 が 縦 軸  
の 方 向 で 相 対 的 に 移 動 す る こ と は 妨 げ ら れ な い こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ ０ に 記 載 の 超 音  
波 溶 接 機 。
［ 態 様 １ ２ ］
超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 、 少 な く と も １ つ の 凹 部 を 具 備 す る 外 側 隆 起 を 有 し て お り 、 角 度 位  
置 決 め 装 置 は 凹 部 に 対 応 す る 少 な く と も １ つ の 凸 部 を 有 し て い て 、 凸 部 は 凹 部 に 突 入 係 合  
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で き 、 そ れ に よ っ て 形 状 接 続 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ １ に 記 載 の 超 音 波 溶 接  
機 。
［ 態 様 １ ３ ］
外 側 隆 起 は 複 数 の 凹 部 を 有 し 、 好 ま し く は 角 度 位 置 決 め 装 置 は 複 数 の 凹 部 に 対 応 す る 複 数  
の 凸 部 を 有 し て お り 、 特 に 好 ま し く は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト は 縦 軸 を 中 心 に 互 い に 相 対 的  
に 回 転 し た 複 数 の 位 置 で 角 度 位 置 決 め 装 置 と 形 状 的 に 接 続 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様  
１ ２ に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 １ ４ ］
外 側 隆 起 の 少 な く と も １ つ の 凹 部 と 角 度 位 置 決 め 装 置 の 凸 部 は 互 い に 対 応 す る 接 触 面 を 有  
し て お り 、 こ れ ら の 接 触 面 は 、 縦 軸 を 中 心 に 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 回 転 さ せ て 角 度 位 置 決  
め 装 置 内 に 挿 入 す る と 互 い に 接 触 し 、 好 ま し く は 凹 部 及 び ／ 又 は 凸 部 の 接 触 面 は 縦 軸 に 対  
し て 傾 い て い る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ ２ か ら １ ３ の い ず れ か 一 態 様 に 記 載 の 超 音 波 溶  
接 機 。
［ 態 様 １ ５ ］
角 度 位 置 決 め 装 置 は 、 角 度 位 置 決 め 装 置 を 機 台 に 固 定 す る た め の 固 定 部 材 と 、 縦 軸 の 方 向  
で 固 定 部 材 に 対 し て ２ つ の 位 置 の 間 で 往 復 移 動 で き る 連 結 部 材 と を 有 し て お り 、 連 結 部 材  
と 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト と の 間 で 形 状 接 続 を 形 成 で き 、 連 結 部 材 は 位 置 の １ つ で 弾 性 的 に 付  
勢 さ れ て お り 、 特 に 好 ま し く は 、 こ の 付 勢 は 少 な く と も １ つ の ば ね 部 材 を 用 い て 行 わ れ る  
こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ １ か ら １ ４ の い ず れ か 一 態 様 に 記 載 の 超 音 波 溶 接 機 。
［ 態 様 １ ６ ］
外 側 隆 起 は ソ ノ ト ロ ー ド に 、 又 は ソ ノ ト ロ ー ド と コ ン バ ー タ ー と の 間 に 配 置 さ れ た 振 幅 変  
換 器 に 設 け ら れ て お り 、 好 ま し く は 、 前 記 外 側 隆 起 は 、 波 長 λ の 共 鳴 振 動 の 振 動 ノ ー ド に  
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ １ か ら １ ５ の い ず れ か 一 態 様 に 記 載 の 超 音 波 溶  
接 機 。
［ 態 様 １ ７ ］
保 持 具 は ク ラ ン プ 装 置 を 有 し て お り 、 ク ラ ン プ 装 置 は 、 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト を 保 持 具 か ら  
取 り 出 す こ と が で き る 開 い た 位 置 と 、 ク ラ ン プ 装 置 が 少 な く と も ２ つ の 保 持 点 で 超 音 波 振  
動 ユ ニ ッ ト と 接 触 し て こ れ に 力 を 加 え て 超 音 波 振 動 ユ ニ ッ ト が 保 持 さ れ る 閉 じ た 位 置 と の  
間 で 往 復 移 動 で き る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ か ら １ ６ の い ず れ か 一 態 様 に 記 載 の 超 音 波  
溶 接 機 。
［ 態 様 １ ８ ］
前 記 保 持 点 は 、 外 側 隆 起 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 態 様 １ ７ に 記 載 の 超 音 波 溶  
接 機 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
１   ソ ノ ト ロ ー ド
２   シ ー ル 面
３   コ ン バ ー タ ー
４   振 幅 変 換 器
５   保 持 具
６   外 側 突 起
７   支 持 部 材
８   連 結 部 材
９   固 定 部 材
１ ０   ば ね
１ １   ス ロ ッ ト （ S c h l i t z ）
１ ２   脚 部 材
１ ３   脚 部 材
１ ４   孔
１ ５   ウ ェ ブ （ S t e g ）



10

20

30

40

50

JP 7337932 B2 2023.9.4(16)

１ ６   第 １ の ス リ ー ブ 部 分
１ ７   第 ２ の ス リ ー ブ 部 分
１ ８   カ ラ ー
１ ９   ア イ レ ッ ト
２ ０   凸 部
２ １   凹 部
２ ２   突 起 部 （ Z a p f e n ）
２ ３   カ ッ ト ア ウ ト
２ ４   中 央 孔
２ ５   中 央 孔
２ ６   開 口 部
２ ７   凸 部
２ ８   凹 部
２ ９   ね じ
３ ０   溝
３ １   圧 力 プ レ ー ト
３ ２   グ ラ ブ ね じ
３ ３   ス ロ ッ ト 壁 （ S c h l i t z w a n d ）
３ ４   ス ロ ッ ト 壁 （ S c h l i t z w a n d ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】 【 図 ４ ｃ 】
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【 図 ４ ｄ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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